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＼
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払
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∠
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∠
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叫
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∵
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∠
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∠
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⊥
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／
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コ
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‾■「二

る
そ
の
飾
ら
な
い
姿
勢
が
支
持
さ
れ
、
セ
ラ
　
は
、
お
そ
う
、
治
膏
家
≡
っ
圭
ク
ラ
イ
ア
ン

ピ
ス
ト
や
ヒ
ー
ラ
ー
の
フ
ア
ン
が
多
い
の
も
　
ト
の
自
コ
萱
…
芋
二
三
二
重
二
章
言
を
夏

識
し
、
彼
ら
の
思
考
の
癖
や
習
慣
か
ら
く
る

身
体
の
歪
み
の
改
善
に
も
役
立
て
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
。

身
体
と
心
（
魂
も
）
　
の
ケ
ア
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
行
う
た
め
に
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
エ
ス

テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
ら
も
、
自
分
自
身
を
し
っ
か

り
見
つ
め
て
、
自
身
も
常
に
癒
や
し
、
人
に

向
き
合
う
器
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
、

そ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
て

二
二
二
T
こ
て
　
7
．
／
ノ
ウ
ン
ご
二
■
－
・
　
【

／
■
　
　
／
≡
ン
一
二
㌣
、
∴
七
一
可
．
三
・
、
二
号
が

二
；
　
二
■
　
l
ヽ
・
、
＝
（
‥
二
±
二
二
、
二
　
て
こ
二

一

－

二

　

二

－

．

／

　

－

享

　

■

二

　

二

え

．

－
二
二
三
一
て
こ
で
え
三
三
　
㌧
′
　
：
二
二
、
・
丁

二
言
－
一
て
曇
．
二
、
、
二
∵
で
二
王
一
穴
つ

壬
を
三
宅
す
る
▼
二
十
つ

筆
写
て
ナ
　
心
の
解
放

一
遠
只
・
ウ
ニ
、
．
∵
る
人
は
ク

ン
′
　
ウ
さ
ん
の
ブ
し
な

い
瞳
を
見
つ
め
な
が

ら
、
自
分
の
心
の
奥
深

く
の
感
情
を
外
に
出
し

て
、
あ
る
人
は
口
に
し

た
り
涙
し
た
り
…
…
。

で
も
私
は
心
を
平
ら
に

し
て
、
オ
ー
プ
ン
に
す

る
準
備
が
出
来
て
お
ら

ず
、
自
分
だ
け
が
心
に
鎧
が
か
か
っ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
の
前
で
自

分
自
身
の
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す
の

は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、

ク
レ
ッ
グ
さ
ん
は
、

「
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
」

「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
以
上

の
人
だ
か
ら
」

と
心
の
解
放
を
促
し
ま
す
。

文
字
こ
す
る
ー
こ
単
純
に
聞
こ
え
る
か
J
P
）

㍉
享
．
′
二
二
二
王
　
二
■
仁
一
了
で
う
し
一
ス
ト
∴
∵
土
つ

て
十
三
至
墨
責
二
・
・
　
七
　
、
ン
二
二
≡
∵
三

丁

、
′
・
▲
－
三
二
，
7
∴
、
一
二
－
・
一
．
二
二
　
≡
∴
㌻
二

二
二
一
三
㌢
二
、
・
二
一
主
二
．
、
－
㌻
二
室
三
二
へ
二

三
、
亨
て
ご
茎
三
■
二
r
一
二
で
　
：
一
三
●
菩
て
二
二
▼
そ

車
三
・
ェ
三
二
二
麦
－
＝
一
二
二
二
三
・
、
・
：
這
－

－
二
、
・
‥
J
▲
つ
・
二
一
ア
ン
十
、
7
一
つ
／
・
ワ
　
ン
、
二
言
ご

っ
と
気
持
ち
が
良
十
字
で
。
例
え
表
向
き
に

は
魅
力
的
に
見
え
て
も
、
中
に
サ
ー
ビ
ス
の

歪
み
が
あ
る
と
、
人
は
そ
こ
に
は
行
か
な
く

な
り
ま
す
。

私
は
全
国
の
サ
ロ
ン
　
（
特
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
）
　
へ
行
く
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
正
直
に
言
え
ば
そ
こ
に
は
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
で
も
問
題
点
の

な
い
サ
ロ
ン
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
人

間
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
欠
点
の
中
に
、
長
所
や

そ
の
サ
ロ
ン
ら
し
さ
を
見
つ
け
ま
す
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
そ
れ
こ
そ
が
魅
力
な
の
で
す
。

自
分
に
厳
し
過
ぎ
た
り
、
目
標
を
高
く
持

ち
過
ぎ
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
非
常
に
多
い

の
で
す
が
、
「
完
全
」
　
で
あ
る
よ
う
に
振
る

舞
う
の
で
は
な
く
、
「
足
り
な
い
こ
と
」
に

し
っ
か
り
向
き
合
い
、
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い

る
人
に
、
人
は
魅
力
を
感
じ
て
集
ま
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
は
た
だ
の
〝
緊
張
〟

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
自
分
自
身
と
向
．
「
二
王
口
う

華
こ
巽
藷
で
一
十
ご
つ
「
∵
一
け
、
や
、
字
い
て
ノ
⊥
　
ス

亨
管
と
∴
エ
H
≧
ミ
二
二
二
　
て
十
㌢
′
．
／
′
グ

・
ノ
ご
二
、
∴
　
二
、
′
＝
〓
▲
、
－
苧
雪
を
声
つ
二
▼
こ

こ

一

言

　

二

こ

て

一

二

二

一

一

二

三

m

∵

三

十

三
－
一
モ
与
∵
・
二
■
ア
　
1
二
二
き
誓
守
一
ノ
・
フ

二

　

号

て

　

三

一

二

一

・

▲

　

　

二

二

　

て

㌧

一

て

吉

十

一

：

・

そ

㍉

二

＝

一

　

㌧

こ

∴

ミ

享

子

ニ

⊥
．
り
　
丁
、
∴
ユ
て
芋
一
つ
）
一
了
′
二
十
、
立
章
一

た
だ
そ
れ
宣
抑
圧
芋
■
牛
こ
こ
え
1
上
キ
ー
一

で
あ
る
た
め
、
緊
張
を
解
き
、
外
に
出
す
方

法
も
ク
レ
ッ
グ
さ
ん
は
教
え
て
い
ま
す
。

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
は
単
な
る
緊
張
な
の
で
、
そ

れ
を
ジ
ャ
ッ
ジ
し
な
い
こ
と
。
感
情
の
行
く

先
の
道
を
作
る
だ
け
で
身
体
中
の
緊
張
が
流

れ
て
い
く
」
と
い
う
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
感
情
を
否
定
し
な
い
、
そ
れ
だ

け
で
も
人
は
救
わ
れ
る
は
ず
で
す
。

例
え
ば
、
東
京
都
内
で
治
療
院
を
経
営
す

る
鍼
灸
師
の
女
性
は
、
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

た
頃
は
、
人
の
評
価
や
否
定
的
な
指
摘
が
集

ま
る
サ
イ
ト
な
ど
を
「
見
た
く
な
い
け
ど
つ
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∠
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迷
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叫
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叫
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禦
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日
／
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管

り
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長
￥
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＼
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華
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岩
手
品
重
石
元
一

ニ
上
蓋
六
、
千
自
室
嘉
や
去

∠
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∠
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∠
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〓
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管
掌
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さ
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コ
華
て
こ
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二
…
…
フ
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葦
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塁
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、
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望
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笛
を
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∵
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∠
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小
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∠
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ユ
仁
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落
目
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叫
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∴
今
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隼
よ
Y

O
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T
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せ
ふ
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∽
7
壷
フ
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上
れ
∠

阜
梅
を
ノ
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∠
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α
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∴
キ
ロ

「
￥
「
琴
息
霊
王
事
を
ヱ
鹿

瀞
∑
頓
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苛
妄
言
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警
警
官
り
ユ
リ
〉
ユ
￥
マ

C
鼻
、
コ
軸
凶
7
㌢
等
〉
葦
「
暑
囁
コ
貫
き

望
洋
〉
リ
ユ
明
視
」
、
￥
羊
　
0
上
之
垂
￥
引

「
与
封
等
等
し
耕
法
」
空
言
で
写
る
ヱ
由
軸

「
￥
「
羊

白
等
ヨ
闘
虚
浮
や
0
7
『
葦
詔
7
葦
∠
ィ
、
、
、

′
‘
J
く
り
J
く
つ
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判
も
、
ヱ
封
な
し
留
年
て

こ
J
妻
「
ユ
C
苗
マ
『
考
通
㍍
㌫
ア
ナ
卑
官
「

7
二
等
Ⅶ
￥
』
、
7
㌢
等
〉
葦
寒
菊
蕃
沌
羊

卓
望
洋
な
り
ユ
叫
〉
ユ
￥
て
こ
鼻
、
判
柑
r

O
上
芋

「
斐
マ
￥
C
等
H
J
く
軍
㌢
蜃
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ボディワーカー、セラピスト、ヒーラーなどが

集うセミナー「セルフディスカバリ「」の様子。

心と身体をクレンジングする方法が発信され

る。各回150人ほどの参加者の中には、リピー

ターも多い。

ワークショップ

さまざまな講座があ

るが、そのうちの一

つ、「インナーグロ

ウ」では、アロマセラ

ピーを組み合わせた

ボディワークの方法

も教えているo i■もニ

クレッグさんの日本での活動

日本人セラピストとのコラボレーシ≡ン

クレツグさんとコラボして活動する大槻麻衣子さんは、ク／

てこう語ります。

「彼は常に自然体で、正直であることを自分に許可するここ二二妄二．三

です工彼と一緒にいる時に私が親切にしようとすると、人を享．云二三三二て

るな』と、怒られてしまいます（笑）。◆●良い人であろうとする裏．こ．言・亨と：

ることへの恐れ”がありまも特に日本人は“良い人’になりたこ＼三嘆三二至

それが自分を“本質功、ら遠ざけてしまう……。クレッグには、二≡三二号＿享

たちを助けたい』という来日当初からの想いがありま圭クレノ二．三二二三三：

年、私は16年。大事なのは外見でなく、骨’という本質からプレを＿そ一丁

クレツグは自らそれを体現してくれているので、癒しに関わるノ∴三二　度二

エネルギーに触れに来るのでしょう」

大槻さんはクレッグさんのセッションの通訳をしなから、一勇二重量号室丁・

セラピストの育成者としてコラボ。「過去世の叡智を今に＿‾二二

と繋がる」など、プロ向けのセミナーを開催していまも

大槻麻衣子（おおっきまいこ）さん

「大槻ホリスティック」代表。日本人と

して初めてブライアン・ワイス博士に

前世療法を師事したヒプノセラピス

ト。4千人以上のセッション経験を持

つベテラン。クレッグさんとは国際生

命情報科学会（はしIS）で2009年に出

会い、翌年よりコラボレート。セラヒ

スト向けのセミナーなど多数開催＝

、
ぶ
‥
丁
一
′
三
・
・
二
一
．
、
・
羊
一
二

壷
、
一
丁
、
一
三
二
年
－
妄
－
■
7
‥
て
∵
÷
∴
フ

ー亨

一
′
　
丁
・
二

ロ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
で
も
ブ
ロ
ッ
ク

（
課
題
）
　
が
全
部
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

生
き
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
」

た
だ
、
日
常
の
生
活
で
少
し
で
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
思
考
が
あ
る
と
、
小
さ
な
ブ
ロ
ッ

ク
が
増
え
て
い
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
を
外
す
作
業
は
、
な
る
べ
く
何

に
も
依
存
せ
ず
に
、
自
分
自
身
に
素
直
に
向

き
合
い
、
ス
ト
ン
と
何
か
腑
に
落
ち
る
よ
う

に
、
自
分
の
力
で
納
得
し
た
時
に
出
来
る
も

の
。
た
だ
人
に
よ
っ
て
は
時
間
が
必
要
だ
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
左
．

例
え
ば
、
技
術
二
三
・
「
二
・
二
一
・
二
H
一
二
一
・
予

て
な
い
あ
る
セ
ラ
．
一
一
7
、
、
、
∵
．
」
；
．
ニ
ー
壬

が
小
さ
い
の
て
、
■
三
十
二
三
三
ナ
二
二
丁
〆

と
思
い
込
ん
で
い
た
そ
・
二
÷
一
日
二
三
　
二

で
「
私
は
、
手
の
せ
い
て
、
髄
宗
㍉
一
芸
享
一

と
ブ
ロ
ッ
ク
を
か
け
て
い
た
の
で
し
ょ
・
「

が
、
あ
る
時
、
お
客
さ
ま
に
「
手
が
、
気
持

ち
良
い
」
と
褒
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
「
タ
ッ
チ
の
重
要
性
」
に
気
づ
い
た

彼
女
は
、
自
信
を
持
っ
て
施
術
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
思
い
込
み
は
損
を
す
る
の
で
す
。

隣
に
ハ
ワ
イ
の
カ
フ
ナ
が
い
る
よ

さ
て
、
余
談
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
ク
レ
ッ
グ
さ
ん
が
私
を
見
て
す
ぐ
に

言
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
　
「
ハ
ワ
イ
の
カ
フ
ナ
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
人
（
ス
ピ
リ
ッ
ト
ガ
イ
ド
）
　
が
あ
な
た

に
付
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
ハ

ワ
イ
関
連
の
本
を
執
筆
し
、
ハ
ワ
イ
の
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
は
一
切
話
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
無
我
夢
中

で
進
ん
で
き
た
私
の
道
は
間
違
え
て
い
な

か
っ
た
の
だ
と
覚
悟
が
出
来
、
自
信
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
彼
は
さ
ら
に
言
い
ま
し
た
。
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十
三
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三
て
一
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妄
り
る
イ
一
け
い
二
、
喜

び
を
悪
∵
、
喜
二
、
∴
導
き
か
仁
が
る
で

し
ょ
う
一

悲
し
み
も
苦
－
三
・
二
三
㌢
（
り
雪
情
の
一
部

と
し
て
受
け
止
め
て
、
塞
ユ
化
を
恐
れ
ず
に
、

自
分
の
心
を
開
い
て
生
き
て
∴
∵
、
ニ
ー
二
：
や

は
り
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
埼
〔
た
携
わ
る

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
自
己
成
長
は
大
切
と
言
え
そ

う
で
す
。
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